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抄録 
オステオパシーマニピュレーション治療(OMT)は肺炎を患う患者にとって有益
であろうと考えられていたが、これまでそれを実証する臨床試験、特に高齢者

におけるものはほとんどなかった。著者のパイロット研究において、経静脈抗

生物質の使用ならびに入院期間は信頼たるアウトカム評価であることが示唆さ

れた。したがって、より大規模なランダムコントロール試験が行われた。急性

肺炎で入院した高齢患者がリクルートされ、ランダムに 2 つのグループへ分け
られた：28人が治療グループ、30人がコントロールグループ。治療グループは
規定の OMTプロトコルを受け、一方コントロールグループは軽い接触のプロト
コルを受けた。年齢、性別、簡易急性生理学的スコアはグループ間において統

計的有意差はなかった。治療グループは有意に経静脈抗生物質治療期間ならび

に入院期間の短縮を示した。 
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